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 ２０２０年３月１４日に実施される新幹線のダイヤ改正に伴う「乗務員の行

路・交番」が１月１０日開催した業務委員会において提示されました。内容に

ついて精査したところ、乗務員の特殊性における健康と安全を軽視した過酷な

内容であることが明らかになりました。 

地本は関係分会と検討し、今回の行路・交番作成にあたっての抜本的な見直

しと、個別具体的な問題点の改善を求めて申し入れを行いました。 

そして、この申し入れについての業務委員会は 2月 7日に開催し協議するこ

とが決まりました。 

申し入れ内容は以下の通りです。 

 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿       

≪   申し入れ内容    ≫ 

                        ＪＲ東海労幹地申第１２号 

                        ２０２０年 １月 ２１日 

 

２０２０年３月１４日新幹線ダイヤ改正に伴う行路・交番」に関する申し入れ 

 

２０２０年３月１４日に実施される新幹線のダイヤ改正に伴い、１月１０日に乗 

務員の行路・交番が提示された。平均到達時分の短縮により効率的に仕事を進める

と説明されたが乗務員の特殊性における健康と安全を軽視した過酷な行路作成が行

われていることが明らかになった。今回の行路・交番の内容を精査した結果、行路

作成にあたっての抜本的な見直しと今回提案された行路の問題点について、以下の

とおり申し入れるので早急に誠意ある回答をすること。 

 

記 

 

Ⅰ．昨年１２月２５日から勤務指定表で、年休の発給と予備月の行路指定が行わ 

れるようになった。しかし、運転士、車掌の予備月は年休申し込み期間中は依 

然として休日指定が分からない状態となっている。加えて年間の予備月は８ヶ 

月に及んでいるため、年間のほとんどが生活設計が立てられない状況を強いら 
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れている。よって予備月の休日指定は前月の１０日に発表すること。 

 

Ⅱ．運転士と車掌の出勤と退出および出先における準備報告時間はどのように算出

したのか、詳細を明らかにすること。また、準備報告時間を増やすこと。 

 

Ⅲ．行路について、拘束時間を２４時間以内とすること。Ⅳ. 出勤と退出時刻につ

いて 

 １．日勤行路の退出時刻を遅くとも１９時前とすること。２．休日前の退出時刻

は１２時前、休日後の出勤時刻は、１１時以降とすること。 

 

Ⅴ. 睡眠時間は、少なくとも労働外時間７時間を確保すること。 

 

Ⅵ. 食事時間は、少なくとも労働外時間４０分を確保すること。 

 

Ⅶ. 運転士行路での折り返しＡＢ回しは、少なくとも１２分を確保すること。 

 

Ⅷ. 運転士の短区間巡回行路は、短回行路とすること。 

 

Ⅸ.東一輸の行路について 

 １．乗務員は７時間労働である。 

  Ｂ１行路(拘束１３時間５分、労働時間１１時間２４分)、 

  Ｍ１・Ｔ１行路(拘束１３時間２７分 労働時間１１時間３０分)。 

  これは健康と安全を無視した行路であるので見直すこと。 

 

 ２．運転士と車掌のクルー化が継続されるが、運転士だけ一丁半に入出庫が付い

ている。そのため運転士は長距離、長時間の運転を強いられており、睡眠時間

の確保と体調管理が不十分である。よってＢ４行路・Ｂ１０行路の一丁半行路

の大一両入出庫をなくすこと。 

 

 ３．労働時間が短く食事が取れない行路がある。健康と体調管理のために労働外

時間４０分以上確保すること。以下の行路の労働外時間を見直すこと。 

   運転士の食事時間 

     Ｂ１行路    ２１３Ａ～７２８Ａ   ２４分（昼食） 

    Ｂ３行路   ３７０７Ａ～３７２６Ａ  １６分（朝食） 

    Ｂ６行路    ７４０Ａ～７４４Ａ   ２０分（夕食） 

    Ｂ８行路    ５１４Ａ～２５９Ａ   ２９分（夕食） 

    Ｂ９行路    １１４Ａ～１１３Ａ   ２９分（夕食） 

    Ｂ１１行路  １７０５Ａ～便１６１６Ａ  ２分（朝食） 

   車掌の食事時間 

    Ｍ・Ｔ６行路  ７４０Ａ～７４４Ａ   １９分（夕食） 

    Ｍ・Ｔ８行路  ５１４Ａ～２５９Ａ   ２８分（夕食） 
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    Ｍ・Ｔ９行路  １１４Ａ～１１３Ａ   ２８分（夕食） 

    Ｓ１０５５行路巡 ２４Ａ～巡５３Ａ    ７分（夕食） 

    Ｓ１０５６行路巡 ３２Ａ～巡１０７Ａ  ２８分（夕食） 

     

 ４．東京車両所に入庫して出庫便乗がなく長時間待機があるＢ１００３行路・Ｂ

１００４行路はタクシー便乗にすること。 

 

Ⅹ.東二輸の行路について 

 １．運転士と車掌のクルー化が継続されるが、運転士だけ一丁半に入出庫が付い

ている。そのため運転士は長距離、長時間の運転を強いられており、睡眠時間

の確保と体調管理が不十分である。よってＢ１０３行路・Ｂ１０５行路・Ｂ１

０６行路一丁半行路の大一両入出庫をなくすこと。 

 

 ２．B１０６行路の「こだま」は、「ひかり」あるいは「のぞみ」とすること。 

 

 ３．Ｂ１１５行路で東京から新横浜間の回送列車はなくすこと。 

 

 ４．労働時間が短く食事が取れない行路がある。健康と体調管理のために労働外

時間４０分以上確保すること。以下の行路の労働外時間を見直すこと。 

   運転士の食事時間 

    Ｂ１０３行路   ２３２Ａ～２５５Ａ  ２６分（夕食） 

    Ｂ１０７行路    ３４Ａ～１１１Ａ  ２６分（夕食） 

    Ｂ１１０行路   ７４４Ａ～７４８Ａ  ２１分（夕食） 

    Ｂ１１５行路  １９００Ａ～ １７Ａ  ２２分（朝食） 

   車掌の食事時間 

    Ｍ・Ｔ１０３行路 ２３２Ａ～２５５Ａ  ２５分（夕食） 

    Ｍ・Ｔ１０７行路  ３４Ａ～１１１Ａ  ２５分（夕食） 

    Ｍ・Ｔ１１０行路 ７４４Ａ～７４８Ａ  １９分（夕食） 

 

 ５．東京車両所に入庫して出庫便乗がなく長時間待機があるＢ１０９行路・  

Ｂ１１０５行路・Ｂ１１０７行路・Ｂ１１０８行路はタクシー便乗にすること。 

 

 Ⅺ.その他 

 車掌の新横浜巡回行路は、最大で連続２往復とすること。                               

以 上 

 

＊私たちＪＲ東海労新幹線地本は、安全で安心して働きやすい労働
条件善に向けて、今後も会社に申し入れを行い問題解決に向け
協議及び職場環境の改していきます。 


